
公立病院経営強化プランの作成状況一覧（志太榛原圏域）
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島田市立総合医療
センター

435 0 0 4 6 445 432 0 432 6 389 40 0 0 435 6 389 40 0 0 435 78.9% 72.5% 68.9% 73.4% 67.6% 77.8%

焼津市立総合病院 471 0 0 0 0 471 471 0 471 246 225 0 0 0 471 246 225 0 0 0 471 86.7% 83.8% 81.2% 83.9% 71.1% 70.3%

藤枝市立総合病院 564 0 0 0 0 564 551 0 551 288 222 0 0 54 564 288 264 12 0 0 564 85.7% 84.2% 78.9% 83.0% 72.5% 74.0%

榛原総合病院 355 42 53 0 0 450 226 42 268 0 250 50 42 55 397 0 200 100 42 55 397 41.8% 48.9% 50.0% 46.9% 46.4% 48.6%

病床数 病床利用率

2021年度病床機能報告の内容

病 院 名

許可病床数 稼働病床数
2021年実績 2025年見込み
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公立病院経営強化プランの作成状況一覧（志太榛原圏域）

島田市立総合医療
センター

焼津市立総合病院

藤枝市立総合病院

榛原総合病院
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〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 31 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 - 〇 〇 - 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 29 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 - - - 〇 〇 - 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 35 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - - 〇 〇 - 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 27 〇 〇 - - 〇 〇 〇 〇 - - - - - - 〇

診療科目・機能等

診療科目 特殊診療機能 指定病院の状況
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公立病院経営強化プランの作成状況一覧（志太榛原圏域）

島田市立総合医療
センター

焼津市立総合病院

藤枝市立総合病院

榛原総合病院

病 院 名

なし なし なし なし なし なし なし

検討中 検討中 検討中

・人手不足、スタッフへの負担
・施設の老朽化、狭隘化による受入体制やゾーニングの難しさ
・通常診療への影響（受入制限等）
・新型コロナウイルス感染症対策における患者の受入れに関
し、重点医療機関としての役割を果たしていると考えている。
しかし、職員を含め院内での感染者が増加した場合、人手不足
により職員の負担が急増している。

・地域の医療機関等との連携体制の
構築
・機能分化・連携強化による病床数
の見直し
・医師等派遣
・地域連携クリティカルパスの導入

・当院では、令和４年度診療報酬改定に
おいて新設された急性期充実体制加算及
び感染対策向上加算１の算定を開始して
おり、地域の他医療機関と連携し、「組
織的な感染防止対策の基幹的な役割」を
果たすため、感染制御チームを設置し、
対応に当たっている。

改善見込みあ
り

焼津市立総合病
院、島田市立医療
センター、榛原総
合病院

志太榛原二次医療
圏で、不足する診
療科の更なる相互
補完を進める必要
がある

・医師の不足
・医師以外の医療従事者の不
足
・地域連携・地域包括ケア
・新型コロナの影響による患
者動向や救急搬送数の変化

・急性期治療を終えた感染症患者の受入体制
・人手不足、スタッフへの負担
・施設の老朽化、狭隘化による受入体制やゾーニングの難しさ
・通常診療への影響（受入制限等）

・地域医療連携推進法人の設立
・地域の医療機関等との連携体制の
構築
・機能分化・連携強化による診療科
目の見直し

ー －

なし なし

・医師の不足
・医師以外の医療従事者の不
足
・新型コロナの影響による患
者動向や救急搬送数の変化
・未稼働病床の活用方法を検
討する必要がある。

・急性期治療を終えた感染症患者の受入体制
・人手不足、スタッフへの負担
・呼吸器科常勤医がいないため、重症感染症の受け入れが困難
である。
・高齢者施設の認知症等介護要員の配置がないため、スタッフ
の負担が増となっている

・地域の医療機関等との連携体制の
構築
・明確化・最適化は困難

ー 今後検討

現状の課題等

近接する病院の役割・機能との重複によ
る課題の有無(69)

地域医療構想の実現に向けた当
該病院の課題(70)

新型コロナウイルス感染症対応における他の医療機関との役割分担
や連携における課題(71)

左記の課題等を踏まえた当該病院の役
割・機能の見直し、明確化・最適化の

取組(73)

左記の課題等に対するその他の対応方策
(74)

左記取組による
改善見込(75)

役割・機能が重複す
る病院名

課題の内容
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公立病院経営強化プランの作成状況一覧（志太榛原圏域）

島田市立総合医療
センター

焼津市立総合病院

藤枝市立総合病院

榛原総合病院

病 院 名

地域包括ケアシステム

当院は、市の包括ケア推進課が中心となっ
て構築する地域包括ケアシステムにおいて
地域の医療、介護、保健、福祉機関と連携
して支援を行っており、今後も継続してい
く必要がある。

新病院建設において当圏域におい
て不足している高度急性期病床を
6床新設し、回復期リハビリテー
ション病床を34床から40床に増
床、急性期病床を433床から389床
に減床し、地域医療構想に沿った
取組を実施している。

・病院・診療所間の連携体制の構築
・医師の相互派遣

把握済み
令和５年度
に導入予定

ある程度の区分はできている
が、見直し検討中

把握済み

・勤怠管理システム等が未導入
・勤怠管理システムの導入・維持経費が過
大
・勤怠管理に非協力な医師の対応、労働時
間記録に対する意識の醸成
・人事・給与担当者の負担増加
・システム導入による効率化

・医師の不足
・関係事業者との連携強化
・入退院支援や相談機能の充実
・地域包括ケアシステムを推進する市担当
課及び地域の医療機関との協議・調整が必
要である。

・役割・機能の見直しによる病床
数の見直し
・医療機器の共同購入や共同利用
・基幹病院における高度な医療機
能の整備
・地域医療構想の方針に合わせ、
急性期一般病床の減床について調
整を行った。

・病院・診療所間の連携体制の構築
・役割・機能の見直しによる病床数の見直し
・医療機器の共同購入等による効率的調達
・医薬品、診療材料の共同購入
・医師の相互派遣
・医療情報共有等の連携体制の構築
・基幹病院における高度な医療機能の整備
・地域連携クリティカルパスの導入
・令和５年度に新病院建設に向け基本設計の見直
しを予定しており、将来を見据えた当院の役割・
機能について改めて検討する予定

把握済み
令和５年度
に導入予定

令和５年度に対応予定 把握済み

・勤怠管理システムの導入・維持経費が過
大
・勤怠管理に非協力な医師の対応、労働時
間記録に対する意識の醸成
・時間外労働と自己研鑽の区分が不明確
・緊急呼び出しなどの通常勤務時間以外の
労働時間の把握
・人事・給与担当者の負担増加
・勤務の体系が複雑化することにより勤務
表の作成が非常に困難である。

・医師の不足
・関係事業者との連携強化
・ICTを活用した連携体制の構築
・急性期病院としての役割、機能を発揮す
るとともに、地域医療と介護、福祉と切れ
目のないケアを一体的に提供できるよう、
圏域全体での支援力向上に向けて引き続き
寄与していく必要がある。

・病院・診療所間の連携体制の構
築
・医療機器の共同購入や共同利用
・基幹病院における高度な医療機
能の整備

・病院・診療所間の連携体制の構築
・医療機器の共同購入等による効率的調達
・基幹病院における高度な医療機能の整備

把握済み

システムは
既に導入し
ているが稼
働は未定

周知済みであるが、公務員の時
間外勤務実績は、民間の時間外
の把握の仕組み（常勤時間帯と
タイムカードとの差引方式）と
は異なり、積上げ方式となって
いることから「自己研鑽」の区
分けは非常に難しく、医師に対
して気を遣う項目である。

データを今
後集計して
いく。

・勤怠管理に非協力な医師の対応、労働時
間記録に対する意識の醸成

・医師の不足
・医師以外の医療従事者の不足
・病床の転換（地域包括ケア病棟等）

回復期病棟の病床を整備し、他病
院からの受入を行っている。

・病院・診療所間の連携体制の構築
・不足する診療科、入院受け入れ等の協議

一部把握で
きていな
い。

導入済み 令和５年度に対応予定
令和５年度
に把握予定

・副業、兼業先の勤務時間が把握できてい
ない
・勤怠管理に非協力な医師の対応、労働時
間記録に対する意識の醸成
・緊急呼び出しなどの通常勤務時間以外の
労働時間の把握

機能分化・連携強化 医師働き方改革への対応

地域包括ケアシステムの構築に向けた当該病
院の課題(88)

改革プラン又は新改革プランに基づ
き実施済みの機能分化・連携強化の

取組(90)
機能分化・連携強化の検討状況(91)

医師の自病院
での労働時間
の把握状況

(165)

医師の労働時
間管理システ
ムの導入状況

(166)

医師の時間外労働と自己研鑽の区分
けの対応状況(167)

自病院の医師
の副業・兼業
先も含めた労
働時間の把握

状況(168)

医師の労働時間の把握に当たっての課題(169)
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公立病院経営強化プランの作成状況一覧（志太榛原圏域）

島田市立総合医療
センター

焼津市立総合病院

藤枝市立総合病院

榛原総合病院

病 院 名

○
・感染拡大時に活用しやすい病床や転用しやすいスペース等の整備
・院内感染対策の徹底

なし －

○

・感染拡大時に活用しやすい病床や転用しやすいスペース等の整備
・感染拡大時における各医療機関の間での連携・役割分担の明確化
・感染拡大時を想定した専門人材の確保・育成
・感染防護具等の備蓄
・院内感染対策の徹底
・クラスター発生時の対応方針の共有
・当院では、令和４年度診療報酬改定において新設された急性期充実体制加
算及び感染対策向上加算１の算定を開始しており、地域の他医療機関と連携
し、「組織的な感染防止対策の基幹的な役割」を果たすため、感染制御チー
ムを設置し、対応に当たっている。

検討中 －

○

・感染拡大時に活用しやすい病床や転用しやすいスペース等の整備
・感染防護具等の備蓄
・院内感染対策の徹底
・BCP等感染流行拡大時に備えて、マニュアルの作成に取り組んでいる。

検討中 －

○

・感染拡大時に活用しやすい病床や転用しやすいスペース等の整備
・感染拡大時における各医療機関の間での連携・役割分担の明確化
・感染拡大時を想定した専門人材の確保・育成
・感染防護具等の備蓄
・院内感染対策の徹底
・クラスター発生時の対応方針の共有

検討中 －

新興感染症の感染拡大時等に備えた平時からの取組

コロナ対応等を踏まえた感染症対応における自病院の役割(201)

平時からの取組として現在検討中の取組(204)

感染症法改正（令和６
年４月１日施行予定）
により新たに規定され
る、病床、発熱外来等
の医療の確保等に関す
る都道府県との協定の

締結予定(205)

感染症法改正に際し、当
該病院がどのような対応
をするか（もしくは検討

している内容）(206)

特
定
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染
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指
定
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療
機

関

第
一
種
感
染

症
指
定
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療
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第
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染

症
指
定
医
療

機
関

重
点
医
療
機

関
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等

な
い
が
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熱
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設

置

役
割
な
し
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